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Ⅰ．2019年3⽉期決算 および 2020年3⽉期業績予想
（発表者：取締役 森 圭助）

１．2019年3⽉期 決算
２．2020年3⽉期 業績予想

Ⅱ．2020年3⽉期 事業戦略
（発表者：代表取締役社⻑ ⽊村 睦）

１．「宝グループ中期経営2019」進捗状況
２．宝酒造（国内事業）
３．宝酒造インターナショナルグループ（海外事業）

＜参考資料＞宝HLD連結_包括利益計算書、2020年3⽉期第2Q累計業績予想、為替前提 等



１．2019年3⽉期 決算

2019年3⽉期 宝ホールディングス（連結）業績
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（百万円）連結損益計算書（売上⾼~営業利益）
2019年3月期

実績 増減 率(%) 増減 率(%) 前期比 11/6予想比

152,457 2,617 ＋1.7 ▲ 1,542 ▲ 1.0 － －

77,834 7,116 ＋10.1 ▲ 165 ▲ 0.2 ▲ 102 33

35,841 3,528 ＋10.9 41 ＋0.1 ▲ 33 28

32,742 ▲ 3,669 ▲ 10.1 ▲ 257 ▲ 0.8 － －

▲ 21,431 ▲ 291 － ▲ 631 － － －

277,443 9,301 ＋3.5 ▲ 2,556 ▲ 0.9 ▲ 135 61

168,694 5,164 ＋3.2 ▲ 1,205 ▲ 0.7

108,749 4,137 ＋4.0 ▲ 1,350 ▲ 1.2

10,162 496 ＋5.1 ▲ 337 ▲ 3.2

2,755 ▲ 317 ▲ 10.3 ▲ 144 ▲ 5.0

34,012 324 ＋1.0 ▲ 287 ▲ 0.8

4,708 ▲ 354 ▲ 7.0 ▲ 291 ▲ 5.8

39,305 1,796 ＋4.8 ▲ 794 ▲ 2.0

90,945 1,945 ＋2.2 ▲ 1,854 ▲ 2.0

5,948 379 ＋6.8 ▲ 151 ▲ 2.5

4,532 138 ＋3.2 ▲ 367 ▲ 7.5

5,463 1,908 ＋53.7 463 ＋9.3

1,954 ▲ 363 ▲ 15.7 ▲ 45 ▲ 2.3

▲ 95 128 － 604 －

17,804 2,191 ＋14.0 504 ＋2.9

調 整 額

営 業 利 益

宝酒造インターナショナルグループ

タ カ ラ バ イ オ グ ル ー プ

そ の 他

管 理 費 、 そ の 他

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

宝 酒 造

広 告 宣 伝 費

販 売 促 進 費

研 究 開 発 費

売 上 原 価

売 上 総 利 益

運 送 費

宝 酒 造

宝酒造インターナショナルグループ

タ カ ラ バ イ オ グ ル ー プ

為替レート影響額前期比 11/6予想比

そ の 他

調 整 額

売 上 高
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（百万円）
連結損益計算書（営業利益~親会社株主に帰属する当期純利益）

2019年3月期

実績 増減 率(%) 増減 率(%)

17,804 2,191 ＋14.0 504 ＋2.9

800 99 ＋14.2 100 ＋14.3

660 ▲ 46 ▲ 6.6 60 ＋10.1

1,461 52 ＋3.8 161 ＋12.4

387 ▲ 181 ▲ 32.0 87 ＋29.0

518 151 ＋41.1 118 ＋29.6

905 ▲ 30 ▲ 3.3 205 ＋29.4

18,359 2,275 ＋14.1 459 ＋2.6

696 ▲ 2,802 ▲ 80.1 446 ＋178.7

1,397 718 ＋105.7 347 ＋33.1

17,658 ▲ 1,245 ▲ 6.6 558 ＋3.3

5,310 ▲ 1,064 ▲ 16.7 10 ＋0.2

12,347 ▲ 181 ▲ 1.4 547 ＋4.6

1,936 436 ＋29.1 136 ＋7.6

10,411 ▲ 617 ▲ 5.6 411 ＋4.1

経 常 利 益

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益

特 別 利 益

特 別 損 失

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益

法 人 税 等

当 期 純 利 益

非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益

支 払 利 息

そ の 他 営 業 外 費 用

営 業 外 費 用

11/6予想比

そ の 他 営 業 外 収 益

営 業 外 収 益

前期比

営 業 利 益

受 取 利 息 ・ 配 当 金

2019年3⽉期 宝ホールディングス（連結）業績

6

（百万円）連結貸借対照表

設備投資額、減価償却費、のれん償却費

増減

52,712 57,822 5,110

16,544 16,374 ▲ 170

5,221 9,960 4,739

30,946 31,487 540

55,352 49,489 ▲ 5,862

35,620 30,415 ▲ 5,204

19,731 19,073 ▲ 658

108,064 107,311 ▲ 752

131,649 139,064 7,414

15,446 15,643 197

117,571 124,788 7,217

▲ 1,367 ▲ 1,368 ▲ 0

13,461 9,133 ▲ 4,328

31,106 31,597 491

176,217 179,795 3,577

そ の 他 包 括 利 益 累 計 額

非 支 配 株 主 持 分

純 資 産 合 計

負 債 合 計

株 主 資 本 合 計

資 本 金 ・ 資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

自 己 株 式

借 入 金 ・ 社 債

そ の 他

支 払 手 形 及 び 買 掛 金

借 入 金 ・ 社 債

そ の 他

固 定 負 債

2018年3月末 2019年3月末

流 動 負 債

2019年3月期期

実績 増減 率(%) 増減 率(%)

10,671 ＋4,256 ＋66.4 ▲ 4,228 ▲ 28.4

6,490 ＋59 ＋0.9 ▲ 109 ▲ 1.7

865 ＋22 ＋2.7 ▲ 4 ▲ 0.5

設 備 投 資 額 （ 有 形 ・ 無 形 ）

減 価 償 却 費 （ 有 形 ・ 無 形 ）

の れ ん 償 却 費

前期比 11/6予想比

171,067 175,011 3,943

47,754 49,415 1,661

57,889 59,780 1,890

19,721 16,089 ▲ 3,632

42,909 46,035 3,125

2,792 3,690 897

113,213 112,094 ▲ 1,119

57,485 60,576 3,091

22,269 19,914 ▲ 2,355

の れ ん 13,765 12,400 ▲ 1,365

そ の 他 8,504 7,514 ▲ 990

33,458 31,603 ▲ 1,855

投 資 有 価 証 券 28,607 26,143 ▲ 2,464

そ の 他 4,850 5,459 609

284,281 287,106 2,824

増減

た な 卸 資 産

2018年3月末 2019年3月末

流 動 資 産

そ の 他

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

投 資 そ の 他 資 産

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形 及 び 売 掛 金

有 価 証 券

資 産 合 計



2019年3⽉期 宝ホールディングス（連結）業績
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（百万円）連結キャッシュ・フロー計算書
2018年3月期 2019年3月期

実績 実績

16,265 13,508 ▲ 2,757

税 金 等 調 整 前 純 利 益 18,903 17,658 ▲ 1,245

減 価 償 却 費 等 7,720 8,052 332

運 転 資 本 の 増 減 ▲ 1,125 ▲ 7,033 ▲ 5,908

法 人 税 等 の 支 払 額 ▲ 6,017 ▲ 6,586 ▲ 569

そ の 他 ▲ 3,215 1,417 4,064

▲ 19,916 ▲ 9,213 10,703

有 形 ・ 無 形 固 定 資 産 の 取 得 ▲ 6,601 ▲ 10,671 ▲ 4,069

連結の範囲の変更を伴う子会社株

式 の 取 得 に よ る 支 出
▲ 12,396 ▲ 53 12,343

連結の範囲の変更を伴う子会社株

式 の 売 却 に よ る 収 入
4,150 － ▲ 4,150

そ の 他 ▲ 5,068 1,511 6,580

▲ 3,650 4,295 7,945

▲ 5,570 ▲ 4,243 1,327

有 利 子 負 債 の 増 減 124 ▲ 394 ▲ 519

自 己 株 式 の 取 得 に よ る 支 出 ▲ 2,001 ▲ 0 2,000

配 当 金 の 支 払 額 ▲ 2,614 ▲ 3,191 ▲ 576

連結の範囲の変更を伴わない子会

社 株 式 の 取 得 に よ る 支 出
▲ 585 ▲ 203 381

そ の 他 ▲ 493 ▲ 453 40

▲ 202 ▲ 812 ▲ 609

▲ 9,423 ▲ 760 8,663

58,765 49,341 ▲ 9,423

49,341 48,580 ▲ 760

営 業 キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

増減

投 資 キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

フ リ ー ・ キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー

財 務 キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

現金及び現金同等物為替換算差額

現 金 及 び 現 金 同 等 物 増 減

現 金 及 び 現 金 同 等 物 期 首 残 高

現 金 及 び 現 金 同 等 物 期 末 残 高

2019年3⽉期 宝酒造 業績
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（百万円）損益計算書（売上⾼~営業利益）

売上総利益増減 内訳

2019年3月期

実績 増減 率(%) 増減 率(%)

53,382 ▲ 1,377 ▲ 2.5 ▲ 417 ▲ 0.8

21,394 ▲ 827 ▲ 3.7 ▲ 1,305 ▲ 5.7

38,777 4,235 ＋12.3 ▲ 522 ▲ 1.3

6,482 ▲ 156 ▲ 2.4 182 ＋2.9

13,869 ▲ 194 ▲ 1.4 369 ＋2.7

9,714 ▲ 45 ▲ 0.5 ▲ 85 ▲ 0.9

8,836 983 ＋12.5 236 ＋2.7

152,457 2,617 ＋1.7 ▲ 1,542 ▲ 1.0

91,441 1,760 ＋2.0 ▲ 858 ▲ 0.9

61,015 857 ＋1.4 ▲ 684 ▲ 1.1

7,613 362 ＋5.0 13 ＋0.2

2,394 ▲ 206 ▲ 7.9 ▲ 105 ▲ 4.2

32,658 315 ＋1.0 ▲ 241 ▲ 0.7

368 ▲ 1 ▲ 0.5 ▲ 31 ▲ 7.9

12,032 8 ＋0.1 ▲ 167 ▲ 1.4

55,067 478 ＋0.9 ▲ 532 ▲ 1.0

5,948 379 ＋6.8 ▲ 151 ▲ 2.5

11/6予想比

営 業 利 益

販 売 促 進 費

研 究 開 発 費

管 理 費 、 そ の 他

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

売 上 総 利 益

運 送 費

広 告 宣 伝 費

原 料 用 ア ル コ ー ル 等

売 上 高

売 上 原 価

そ の 他 酒 類

本 み り ん

そ の 他 調 味 料

前期比

清 酒

ソ フ ト ア ル コ ー ル 飲 料

焼 酎

数量差 単価差 数量差 単価差

+857 +679 +178 ▲ 684 ▲ 539 ▲ 144

主な内訳 ▲ 306 ▲ 589 +283 - - -

▲ 498 ▲ 400 ▲ 97 - - -

+1,825 +1,588 +236 - - -

▲ 221 ▲ 132 ▲ 89 - - -

（参考）原価コストダウン +63 +198※上記数量差および単価差に含む ※上記数量差および単価差に含む

 焼酎

11/6予想比増減

 清酒

 ソフトアルコール飲料

 本みりん

　売上総利益　計

前期増減
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（百万円）損益計算書（売上⾼~営業利益）
2019年3月期

実績 増減 率(%) 増減 率(%) 前期比 11/6予想比

10,758 274 ＋2.6 ▲ 41 ▲ 0.4 ▲ 41 15

68,954 6,874 ＋11.1 ▲ 545 ▲ 0.8 ▲ 81 23

62 13 ＋26.5 ▲ 37 ▲ 37.3 － －

▲ 1,940 ▲ 45 － 459 － 20 ▲ 5

77,834 7,116 ＋10.1 ▲ 165 ▲ 0.2 ▲ 102 33

54,823 4,980 ＋10.0 123 ＋0.2

23,010 2,136 ＋10.2 ▲ 289 ▲ 1.2

2,277 355 ＋18.5 ▲ 222 ▲ 8.9

110 21 ＋23.4 10 ＋10.7

734 93 ＋14.6 34 ＋4.9

15,356 1,527 ＋11.0 256 ＋1.7

18,478 1,997 ＋12.1 78 ＋0.4

1,982 10 ＋0.5 82 ＋4.4

3,921 186 ＋5.0 ▲ 678 ▲ 14.7

▲ 935 ▲ 107 － 164 －

▲ 436 49 － 63 －

4,532 138 ＋3.2 ▲ 367 ▲ 7.5

為替レート影響額前期比

海 外 日 本 食 材 卸

11/6予想比

連 結 消 去

海 外 酒 類

売 上 高

売 上 原 価

売 上 総 利 益

運 送 費

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

海 外 酒 類

広 告 宣 伝 費

販 売 促 進 費

営 業 利 益

そ の 他

海 外 日 本 食 材 卸

そ の 他

連 結 消 去

管 理 費 、 そ の 他

２．2020年3⽉期 業績予想



2020年3⽉期 宝ホールディングス（連結）業績予想
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（百万円）連結損益計算書
2020年3月期 為替レート影響額

通期予想 増減 率(%) 前期比

159,005 6,547 ＋4.3 －

83,495 5,660 ＋7.3 ▲ 2,479

36,000 158 ＋0.4 ▲ 912

32,732 ▲ 10 ▲ 0.0 －

▲ 21,232 199 － －

290,000 12,556 ＋4.5 ▲ 3,386

175,200 6,505 ＋3.9

114,800 6,050 ＋5.6

11,200 1,037 ＋10.2

2,500 ▲ 255 ▲ 9.3

35,900 1,887 ＋5.5

4,800 91 ＋1.9

41,400 2,094 ＋5.3

95,800 4,854 ＋5.3

6,287 338 ＋5.7

5,000 467 ＋10.3

6,200 736 ＋13.5

2,030 75 ＋3.8

▲ 517 ▲ 421 －

19,000 1,195 ＋6.7

19,500 1,140 ＋6.2

10,700 288 ＋2.8親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益

経 常 利 益

調 整 額

営 業 利 益

宝酒造インターナショナルグループ

タ カ ラ バ イ オ グ ル ー プ

そ の 他

管 理 費 、 そ の 他

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

宝 酒 造

広 告 宣 伝 費

販 売 促 進 費

研 究 開 発 費

売 上 原 価

売 上 総 利 益

運 送 費

そ の 他

調 整 額

売 上 高

宝 酒 造

宝酒造インターナショナルグループ

タ カ ラ バ イ オ グ ル ー プ

前期比

2020年3⽉期 宝ホールディングス（連結）業績予想

12

*みなし配当性向＝配当総額／（連結営業利益×（1ー法定実効税率））≒ 30%

健全な財務体質を維持しながら、成⻑投資を⾏うとともに、適切な株主還元を実施することによってROEを
向上させ、適正な株価⽔準を実現する。財務⽅針

アクションプラン

① 優位に資⾦調達できる環境を捉えた、適時・適切な資⾦調達の実施
② 配当⽅針に則った配当の実施と、⾃⼰株式取得・消却等さらなる株主還元策の検討
③ 政策保有株式の機動的な売却の検討と、成⻑投資・株主還元資⾦への充当によるROE向上策の検討

（ROE⽬標⽔準：6%台後半）

2018年3月期

実績

2019年3月期

実績

2020年3月期

通期予想

連結営業利益（百万円） 15,612 17,804 19,000

配当総額（百万円） 3,194 3,593 3,992

みなし配当性向 * 29.6% 29.3% 30.5%

ROE 7.9% 7.1% 7.1%

20.01株あたり配当金（円） 18.016.0



2020年3⽉期 宝酒造 業績予想
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（百万円）損益計算書（売上⾼~営業利益）

売上総利益増減 内訳

2020年3月期

通期予想 増減 率(%)

52,129 ▲ 1,253 ▲ 2.3

22,596 1,201 ＋5.6

44,760 5,982 ＋15.4

6,432 ▲ 50 ▲ 0.8

13,980 110 ＋0.8

10,351 636 ＋6.6

8,757 ▲ 79 ▲ 0.9

159,005 6,547 ＋4.3

94,665 3,223 ＋3.5

64,340 3,324 ＋5.4

8,339 725 ＋9.5

2,394 ▲ 0 ▲ 0.0

34,678 2,019 ＋6.2

475 106 ＋29.0

12,167 134 ＋1.1

58,053 2,985 ＋5.4

6,287 338 ＋5.7

販 売 促 進 費

研 究 開 発 費

管 理 費 、 そ の 他

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

営 業 利 益

売 上 総 利 益

運 送 費

広 告 宣 伝 費

原 料 用 ア ル コ ー ル 等

売 上 高

売 上 原 価

そ の 他 酒 類

本 み り ん

そ の 他 調 味 料

前期比

清 酒

ソ フ ト ア ル コ ー ル 飲 料

焼 酎

数量差 単価差

+3,324 +2,882 +441

主な内訳 ▲ 480 ▲ 578 +97

+176 +353 ▲ 176

+2,333 +2,366 ▲ 32

+106 +119 ▲ 12

（参考）原価コストダウン ▲ 25

前期増減

　売上総利益　計

 焼酎

 清酒

 ソフトアルコール飲料

 本みりん

※上記数量差および単価差に含む

2020年3⽉期 宝酒造インターナショナルグループ 業績予想
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（百万円）損益計算書（売上⾼~営業利益）
2020年3月期 為替レート影響額

通期予想 増減 率(%) 前期比

11,257 498 ＋4.6 ▲ 263

74,365 5,410 ＋7.8 ▲ 2,254

65 2 ＋3.7 －

▲ 2,192 ▲ 251 － 39

83,495 5,660 ＋7.3 ▲ 2,479

58,445 3,621 ＋6.6

25,050 2,039 ＋8.9

2,703 425 ＋18.7

95 ▲ 15 ▲ 14.2

741 6 ＋0.9

16,511 1,154 ＋7.5

20,050 1,571 ＋8.5

2,087 104 ＋5.3

4,673 751 ＋19.2

▲ 1,313 ▲ 377 －

▲ 447 ▲ 10 －

5,000 467 ＋10.3

前期比

海 外 日 本 食 材 卸

連 結 消 去

海 外 酒 類

そ の 他

売 上 高

売 上 原 価

売 上 総 利 益

管 理 費 、 そ の 他

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

運 送 費

広 告 宣 伝 費

販 売 促 進 費

海 外 酒 類

海 外 日 本 食 材 卸

そ の 他

連 結 消 去

営 業 利 益



Ⅱ．2020年3⽉期 事業戦略

１．「宝グループ中期経営計画2019」
進捗状況

「宝グループ中期経営計画2019」（2018年3⽉期〜2020年3⽉期）

16

基本⽅針基本⽅針

海外売上⾼⽐率をさらに⾼めるとともに、国内外で抜け･モレのない商品と
競争優位性をもった商品を多数もつことで、他社に勝てる分野を数多く築き上げ、

どんな環境変化が起ころうとも収益を⼤きく伸⻑させることができる
バランスのとれた事業基盤を確⽴する

定量⽬標および次期予想定量⽬標および次期予想

売上⾼

営業利益

海外売上⾼
⽐率

2020年3⽉期
宝グループ連結

2,950億円
以上

187億円
以上

35.0%
以上

※定量⽬標は2018年5⽉上⽅修正後の数値

2020年3⽉期
通期予想

2,900億円

190億円

36.0%
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売上⾼ 830億円
以上 834億円

営業利益 52億円
以上 50億円

売上⾼ 1,600億円
以上 1,590億円

営業利益 62億円
以上 62億円

売上⾼ 385億円
以上 360億円

営業利益 60億円
以上 62億円

宝酒造

宝酒造
ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ﾀｶﾗﾊﾞｲｵ
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

グループ別グループ別 ʼ20/03期
定量⽬標

ʼ20/03期
期初予想

※定量⽬標は2018年5⽉上⽅修正後の数値

「宝グループ中期経営計画2019」（2018年3⽉期〜2020年3⽉期）

当期（2019年3⽉期）振り返り

18

業績業績

 宝グループ連結の最終利益は前期の関係会社株式売却益の影響（▲20億円）
で減益となるも、売上⾼、営業利益、経常利益は過去最⾼を更新

 宝酒造、宝酒造インターナショナルグループ、タカラバイオグループの各事業で
増収増益

株主還元株主還元

事業ポートフォリオ事業ポートフォリオ
 利益バランスのとれた事業ポートフォリオの構築
 健康⾷品事業とキノコ事業を譲渡し、コア事業へ経営資源を集中

 1株あたり18円の配当で5期連続の増配



次期（2020年3⽉期）⽅針

19

成⻑投資成⻑投資

 国内事業：伸び⾏くRTD市場に対し⽸チューハイの⽣産ライン増設
 海外事業：世界における和酒・和⾷市場の拡⼤に対し物流倉庫を拡張
 バイオ事業：CDMO事業拡⼤のため新施設の建設

中期経営計画中期経営計画
 「中期経営計画2019」の定量⽬標の完遂
 新たな⻑期ビジョンおよび中期経営計画の策定

資本政策資本政策

 連結営業利益の⽔準に応じ、1株当たり2円増配の20円を予定
 ⾃⼰株式の取得や政策保有株式の売却を状況に応じて機動的に対応し、

ROE向上を⽬指す

Ⅱ．2020年3⽉期 事業戦略

２．宝酒造（国内事業）
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 清酒、焼酎、調味料の各カテゴリーで、技術で差異化された商品開発に引き続き注
⼒し、市場シェアをさらに⾼めることで、和酒No.1の確固たるポジションを盤⽯化する
とともに、和酒トップメーカーとして、国内和酒市場の活性化を図る。

 RTD市場において、⽸チューハイのパイオニアとして、樽貯蔵熟成酒等の強みを活か
したブランドの育成と積極的な新商品の投⼊により、独⾃のポジションを構築する。

次期の⽅針次期の⽅針

当期の総括当期の総括

当期および次期⽅針（宝酒造）

 国内酒類事業全体では、対前期で増収増益。
 ソフトアルコール飲料（RTD）は、タカラ「焼酎ハイボール」を中⼼に伸⻑したほか、

新商品の押し上げ効果もあり、⼤幅増収。
 重点カテゴリーである清酒で国内出荷No.1を達成したが、焼酎、調味料とともに

市場全体が低調に推移したこともあり、和酒カテゴリーは減収。

事業戦略＜和酒No.1の盤⽯化＞

22

◆清酒

• 16年ぶりの⾸位交代
• 宝酒造は初の⾸位

➣清酒国内出荷数量No.1を達成（2018年CY）
※⽇刊経済通信社公表値より当社推計

➣清酒国内販売でのさらなるシェアアップおよび売上⾼の拡⼤
→４つの重点分野で「抜け・モレ」のない商品開発を推進

スパークリング清酒「澪」 松⽵梅「天」(ソフトパック) 特定名称酒(中⼩容量) 松⽵梅「豪快」

宝酒造 清酒売上⾼推移宝酒造 清酒売上⾼推移

＜BRUT⾟⼝＞ ＜ROSE＞

100
120
140
160
180
200
220
240

18年3⽉期 19年3⽉期 20年3⽉期

19年3⽉期
213億円

前期⽐96.3%

20年3⽉期
225億円

前期⽐105.6%

（単位：億円）

清酒、焼酎、調味料の各カテゴリーで、技術で差異化された商品開発に引き続き注⼒
し、市場シェアをさらに⾼めることで、和酒No.1の確固たるポジションを盤⽯化する。



事業戦略＜和酒No.1の盤⽯化＞
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◆焼酎 ◆調味料（本みりん・料理清酒）
➣ “お酒のチカラ”による品質優位性を説明
→料理教室での実体験、SNSや動画を活⽤した
アプローチ

➣レモンサワー⼈気のさらなる需要取り込み
→焼酎No.1メーカーとして、レモンサワーフェスティバル
協賛などを通じて焼酎の消費拡⼤を図る

◆和酒の情報発信
➣ Webサイトによる、和酒を中⼼としたお酒の楽し
み⽅を紹介
→和酒No.1メーカーとして国内和酒市場の活性化
のため、Webを通じた啓発活動を推進

(2019年3⽉期 7会場来場者数計 65,589⼈)

本みりんを使⽤した
“おいしい朝ごはんの作りかた”動画

清酒、焼酎、調味料の各カテゴリーで、技術で差異化された商品開発に引き続き注⼒
し、市場シェアをさらに⾼めることで、和酒No.1の確固たるポジションを盤⽯化する。

事業戦略＜RTD市場への対応＞

24

タカラ「焼酎ハイボール」

クラフトチューハイ

タカラcanチューハイ＜復刻デザイン⽸＞

0

500

1,000

1,500

2,000

宝酒造ソフトアルコール飲料出荷数量推移宝酒造ソフトアルコール飲料出荷数量推移

35周年を契機とした
ブランドの再活性化

さらなるビッグブランドへ育成
New

タカラ
「樽が⾹る焼酎ハイボール」

樽貯蔵熟成酒の強みを訴求

寶「極上レモンサワー」

レモンサワー⼈気を追い⾵とした
家庭での需要獲得

営業拠点と連携した
情報共有によりアイテム数拡⼤

（単位：万函)

⽸チューハイのパイオニアとして、樽貯蔵熟成酒など宝酒造の強みを活かしたブランド
の育成と積極的な新商品の投⼊により、独⾃のポジションを構築する。



Ⅱ．2020年3⽉期 事業戦略

３．宝酒造インターナショナルグループ
（海外事業）

26

 【海外酒類事業】 ウイスキーは市場の追い⾵もあり好調に推移。
清酒も増収となるも市場の伸びに⽐べ物⾜りない⽔準

 【海外⽇本⾷材卸事業】 売上⾼は対前期で２桁の増収。
運送費・⼈件費等のコストが先⾏投資も含め増加するも、増益を確保。

当期の総括当期の総括

次期の⽅針次期の⽅針

当期および次期⽅針（宝酒造インターナショナルグループ）

 【海外酒類事業】 清酒を中⼼に、⽶国・中国での現地⽣産による“地の利”を
活かした商品展開と、海外専⽤商品の開発・育成による輸出強化

 【海外⽇本⾷材卸事業】 未進出エリアへの新規拠点進出や既存拠点の拡充
により、さらなる卸ネットワークの拡⼤を図り、売上拡⼤とともに物流効率化により
コストを抑制



事業戦略＜海外酒類事業＞
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〈⽶国宝酒造〉 主⼒の清酒⼤型容器の不振と原料⽶のコストアップにより減収減益。次期は⽇本からの
輸出品を含む清酒ラインアップ強化と原価コストダウンにより、増収増益を⽬指す。

〈宝酒造⾷品〉 清酒、みりん等が好調に推移したほか、⽣産効率の改善が奏功。次期も清酒を中⼼とし
た⽇本産、現地産商品の品揃え拡充に注⼒。

〈トマーチン〉 前期にバルク製品の特需があった裏返しの影響で減収となったものの、ボトル製品のスコッ
チウイスキー「トマーチン」が⽶国向け等で好調に推移。次期も引き続きボトル製品の拡⼤
に注⼒。

〈エイジ・インターナショナル〉 ⽶国内、欧州、⽇本など各⽅⾯への販売が順調に拡⼤。次期はやカクテルコンペ等を通じ、
⾼級バーボンウイスキー「ブラントンゴールド」など、富裕層へ向け⾼価格品の販売を促進。

19/03期 20/03期

通期実績 増減 率(%) 増減 率(%) 通期予想 増減 率(%)

米 国 宝 酒 造 売 上 高 33,833 ▲ 113 ▲ 0.3 ▲ 145 ▲ 0.4 36,353 ＋2,519 + 7.4

（ 千 US ド ル ） 営 業 利 益 3,353 ▲ 1,924 ▲ 36.5 ▲ 123 ▲ 3.5 4,212 ＋859 + 25.6

宝 酒 造 食 品 売 上 高 56,398 ＋4,715 ＋9.1 ＋520 ＋0.9 58,182 ＋1,783 + 3.2

（ 千 元 ） 営 業 利 益 3,975 ＋2,154 ＋118.3 ＋190 ＋5.0 4,135 ＋160 + 4.0

ト マ ー チ ン 売 上 高 17,735 ▲ 345 ▲ 1.9 ＋409 ＋2.4 18,893 ＋1,157 + 6.5

（ 千 ポ ン ド ） 営 業 利 益 4,653 ＋764 ＋19.6 ＋359 ＋8.4 5,107 ＋453 + 9.7

エイジ・インターナショナル 売 上 高 23,646 ＋1,401 ＋6.3 ＋394 ＋1.7 24,636 ＋990 + 4.2

（ 千 US ド ル ） 営 業 利 益 9,659 ＋568 ＋6.3 ＋434 ＋4.7 9,756 ＋96 + 1.0

前期比 11/6予想比 前期比

（現地通貨ベース）

事業戦略＜海外酒類事業＞

清酒の海外輸出の強化

【現地⽣産】 “地の利”を活かした商品【輸出】⽇本産清酒の差異化商品 ・「澪」といった国内有⼒商品の
輸出に加え、純⽶酒等海外
専⽤商品の開発・育成を実施
し、清酒の輸出を強化。
・現地⽣産では、既存商品の
さらなる品質向上と冷⽤清酒
といった新鮮さが重要な商品
等、“地の利”を活かした商品
展開を実施。

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

現地⽣産 輸出

【市場】清酒の輸出、現地⽣
産はともに拡⼤傾向だが、輸
出の⽅が数量・伸び率ともに
⼤きい
【宝酒造インターナショナル】
輸出数量は現地⽣産に⽐べ
1/10程度

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

現地⽣産 輸出

海外専⽤商品国内有⼒商品

清酒の現地⽣産および輸出数量の推移（左：市場 右：宝酒造インターナショナル）清酒の現地⽣産および輸出数量の推移（左：市場 右：宝酒造インターナショナル）

ʻ18/ʻ08対⽐
輸出:212%

現地⽣産：142%

＜出所＞現地⽣産：醸造産業新聞社（清酒⼤⼿4社の現地⽣産量合計）・輸出：財務省貿易統計

（単位：㎘） （単位：㎘）

28



事業戦略＜海外⽇本⾷材卸事業＞
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〈フーデックスグループ〉 フランスのデモ、スペインでの政情不安や天候不順の影響が⼤きく売上⾼が計画未達となったほ
か、運送コストの増加もあり減益に。次期は新規エリアでの顧客獲得に注⼒する⼀⽅で、物流
倉庫の拡⼤や地⽅都市への拠点設置など物流効率の改善にも取り組む。

〈タザキフーズ〉 飲⾷店、⼩売店、テイクアウェイなど各⽅⾯への販売が伸⻑、利益⾯でも前期の為替影響によ
る調達コスト上昇が、相場の安定化や販売価格への転嫁で改善。次期も各チャネルの商品戦
略を推進するとともに、⾃社ブランド「Yutaka」のラインアップ拡充に注⼒。またBrexitによる混
乱に対しても適切に対応。

〈ミューチャルトレーディング〉 売上⾼は冷凍⾷材等の伸⻑により増収となったものの、コメの調達価格⾼騰に加え、事業拡
⼤に伴う⼈件費や運送コストが増加し減益に。次期も倉庫移転など成⻑投資を継続しながら、
コスト管理の徹底により増収増益を⽬指す。

〈ニッポンフード〉 売上は順調に伸⻑も、競争激化に加え為替変動による調達コスト上昇、要員拡⼤による⼈
件費増が利益を圧迫。次期は調達コスト上昇の販売価格転嫁を進める。

19/03期 20/03期

通期実績 増減 率(%) 増減 率(%) 通期予想 増減 率(%)

フ ー デ ッ ク ス グ ル ー プ 売 上 高 159,496 ＋10,275 ＋6.9 ▲ 3,211 ▲ 2.0 172,354 ＋12,857 + 8.1

（ 千 ユ ー ロ ） 営 業 利 益 16,866 ▲ 282 ▲ 1.6 ▲ 1,429 ▲ 7.8 19,705 ＋2,838 + 16.8

タ ザ キ フ ー ズ 売 上 高 40,009 ＋3,193 ＋8.7 ▲ 140 ▲ 0.4 43,000 ＋2,990 + 7.5

（ 千 ポ ン ド ） 営 業 利 益 2,658 ＋1,485 ＋126.6 ＋106 ＋4.2 2,800 ＋141 + 5.3

ミューチャルトレーディング 売 上 高 341,215 ＋38,730 ＋12.8 ▲ 774 ▲ 0.2 386,500 ＋45,284 + 13.3

（ 千 US ド ル ） 営 業 利 益 11,906 ▲ 214 ▲ 1.8 ▲ 3,996 ▲ 25.1 15,899 ＋3,993 + 33.5

ニ ッ ポ ン フ ー ド 売 上 高 55,470 ＋9,851 ＋21.6 ▲ 631 ▲ 1.1 62,100 ＋6,629 + 12.0

（ 千 AUS ド ル ） 営 業 利 益 196 ▲ 190 ▲ 49.3 ▲ 357 ▲ 64.5 1,118 ＋921 + 469.3

前期比 11/6予想比 前期比

（現地通貨ベース）

事業戦略＜海外⽇本⾷材卸事業＞

新規・既存拠点の拡充と経営管理の強化
➣周辺エリア進出および既存拠点増強による拡⼤する需要に対応

・北⽶では当グループが進出
していないエリアへの拠点拡
⼤を検討
・欧州では拡⼤する需要に対
しての既存物流拠点や営業
拠点の新設を検討

➣グループシナジーの創出と経営管理強化
 グループ会社間で共有した調達ルート等の情報をもとに、コメの需要拡⼤に起因する価格⾼騰に対応
 事業拡⼤に伴う物流費・⼈件費等の費⽤コントロール
 コンプライアンス、内部統制等を含めた経営管理の強化

北⽶および欧州における現在の進出エリア北⽶および欧州における現在の進出エリア

30



Ⅱ．2020年3⽉期 事業戦略

４．経営基盤の強化

中期経営計画の進捗状況（経営基盤の強化）

32

 海外での事業拡⼤に合わせた新規グループ会社の事業基盤強化
 グローバル規模でのリスクマネジメント推進、品質保証体制強化、ＩＴ基盤構築

基盤
強化
基盤
強化

 「宝ホールディングス歴史記念館」を活⽤した⼈財育成への注⼒
 グループ⼈事戦略の強化
 ⼥性・定年退職者の活躍推進継続

⾵⼟
・⼈財
⾵⼟
・⼈財

 「宝ホールディングス コーポレートガバナンスポリシー」に則した体制整備
 ⾃然環境保護、リサイクル等の社会貢献・環境活動への取り組み継続
 投資環境の動向を踏まえたＥＳＧ情報開⽰の推進

ＣＳＲＣＳＲ

取組み状況取組み状況
 政策保有株式の縮減に関する⽅針および検証結果を開⽰するなど、改訂コーポレー

トガバナンス・コードへの対応を進める。
 社外取締役を１名増員し、取締役会に占める独⽴社外取締役の割合を３分の１

以上とする体制へ。 （2019年6⽉開催の定時株主総会に付議）
 株主・投資家との対話をふまえ、2019年6⽉開催の定時株主総会終結の時をもって

買収防衛策を廃⽌。



⻑期経営ビジョン

「宝グループ・ビジョン2020」（2011年4⽉〜）

国内外の強みを活かせる市場で事業を伸ばし、
環境変化に強いバランスのとれた事業構造を確⽴する

売上⾼

営業利益

海外売上⾼
⽐率

2,900（億円）
190（億円）

36.０（%）

中期経営計画2019
（2017.4〜2020.3）

1,986

92

8.4

ʻ11/3 ʻ20/3
（予想）
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将来⾒通しに関する注意事項
この資料中の当社および当社グループの現在の計画、⾒通し、戦略、確信などのうち、

歴史的事実でないものは、将来の業績に関する⾒通しであり、これらは現時点におい
て⼊⼿可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づくものですが、重⼤なリスク
や不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなされたもの
であります。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは⼤きく異なる結果となり
得ることをご承知おきください。

実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変
動、法律・⾏政制度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧⼒、当社の既存製
品および新製品の販売⼒の低下、⽣産中断、当社の知的所有権に対する侵害、急
速な技術⾰新、重⼤な訴訟における不利な判決等がありますが、業績に影響を与え
る要素はこれらに限定されるものではありません。

＜お問合せ先＞
宝ホールディングス株式会社

ＩＲ部
E-Mail ir@takara.co.jp

TEL 075-241-5124
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2019年3⽉期 宝ホールディングス（連結） 包括利益計算書
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（百万円）

2018年3月期 2019年3月期

実績 実績 増減

12,528 12,347 ▲ 181

3,177 ▲ 5,098 ▲ 8,275

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 1,936 ▲ 1,705 ▲ 3,641

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 ▲ 115 228 344

為 替 換 算 調 整 勘 定 1,262 ▲ 3,646 ▲ 4,909

退 職 給 付 に 係 る 調 整 額 93 25 ▲ 68

15,706 7,249 ▲ 8,456

（ 内 訳 ）

親 会 社 株 主 に 係 る 包 括 利 益 14,114 6,083 ▲ 8,031

非 支 配 株 主 に 係 る 包 括 利 益 1,591 1,166 ▲ 425

当 期 純 利 益

そ の 他 の 包 括 利 益 合 計

包 括 利 益



2020年3⽉期 宝ホールディングス（連結）第2四半期累計期間 業績予想
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（百万円）2020年3月期

第2四半期累計 増減 率(%)

75,758 2,498 ＋3.4

40,177 2,649 ＋7.1

17,129 ▲ 241 ▲ 1.4

15,930 ▲ 141 ▲ 0.9

▲ 10,194 47 －

138,800 4,812 ＋3.6

84,500 3,167 ＋3.9

54,300 1,644 ＋3.1

5,400 473 ＋9.6

1,000 ▲ 409 ▲ 29.0

17,200 740 ＋4.5

2,200 ▲ 86 ▲ 3.8

20,100 686 ＋3.5

45,900 1,404 ＋3.2

2,293 17 ＋0.7

2,447 12 ＋0.5

2,917 294 ＋11.2

962 6 ＋0.7

▲ 219 ▲ 89 －

8,400 240 ＋3.0

8,500 256 ＋3.1

4,600 21 ＋0.5親会社株主に帰属する四半期純利益

経 常 利 益

営 業 利 益

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

宝 酒 造

宝酒造インターナショナルグループ

タ カ ラ バ イ オ グ ル ー プ

そ の 他

調 整 額

運 送 費

広 告 宣 伝 費

販 売 促 進 費

研 究 開 発 費

管 理 費 、 そ の 他

売 上 高

売 上 原 価

売 上 総 利 益

前期比

宝 酒 造

宝酒造インターナショナルグループ

タ カ ラ バ イ オ グ ル ー プ

そ の 他

調 整 額

2020年3⽉期 宝酒造 第2四半期累計期間 業績予想
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（百万円）

2020年3月期

第2四半期累計 増減 率(%)

25,684 ▲ 1,095 ▲ 4.1

8,695 294 ＋3.5

22,330 2,643 ＋13.4

3,085 ▲ 100 ▲ 3.2

6,718 248 ＋3.8

5,021 361 ＋7.8

4,225 145 ＋3.6

75,758 2,498 ＋3.4

45,557 1,412 ＋3.2

30,201 1,085 ＋3.7

4,013 402 ＋11.2

935 ▲ 265 ▲ 22.1

16,666 820 ＋5.2

237 57 ＋32.2

6,057 52 ＋0.9

27,908 1,068 ＋4.0

2,293 17 ＋0.7

販 売 促 進 費

研 究 開 発 費

管 理 費 、 そ の 他

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

営 業 利 益

運 送 費

広 告 宣 伝 費

売 上 高

売 上 原 価

売 上 総 利 益

前期比

焼 酎

清 酒

ソ フ ト ア ル コ ー ル 飲 料

そ の 他 酒 類

本 み り ん

そ の 他 調 味 料

原 料 用 ア ル コ ー ル 等



2020年3⽉期 宝酒造インターナショナルグループ 第2四半期累計期間 業績予想
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（百万円）

2020年3月期

第2四半期累計 増減 率(%)

5,166 121 ＋2.4

36,070 2,610 ＋7.8

37 0 ＋2.5

▲ 1,096 ▲ 82 －

40,177 2,649 ＋7.1

28,156 1,826 ＋6.9

12,021 823 ＋7.4

1,314 238 ＋22.2

49 ▲ 3 ▲ 6.8

307 12 ＋4.2

7,904 564 ＋7.7

9,574 811 ＋9.3

904 ▲ 7 ▲ 0.9

2,381 140 ＋6.3

▲ 607 ▲ 126 －

▲ 231 5 －

2,447 12 ＋0.5

海 外 酒 類

海 外 日 本 食 材 卸

そ の 他

連 結 消 去

前期比

売 上 高

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

売 上 原 価

売 上 総 利 益

運 送 費

広 告 宣 伝 費

販 売 促 進 費

管 理 費 、 そ の 他

海 外 酒 類

海 外 日 本 食 材 卸

そ の 他

連 結 消 去

営 業 利 益

為替レート前提
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2018年3月期

(2017年1月‐12月)

前期差 11/6予想差 前期差

米ドル 112.17 110.00 110.45 ▲ 1.72 + 0.45 108.00 ▲ 2.45

ポンド 144.50 148.00 147.40 + 2.90 ▲ 0.60 145.00 ▲ 2.40

ユーロ 126.70 131.00 130.35 + 3.65 ▲ 0.65 125.00 ▲ 5.35

人民元 16.62 16.70 16.71 + 0.09 + 0.01 15.60 ▲ 1.11

100ｳｫﾝ 9.93 10.00 10.04 + 0.11 + 0.04 9.50 ▲ 0.54

ｲﾝﾄﾞﾙﾋﾟｰ 1.73 1.62 1.62 ▲ 0.11 － 1.50 ▲ 0.12

ｽｳｪｰﾃﾞﾝｸﾛｰﾅ 13.15 12.70 12.71 ▲ 0.44 + 0.01 12.40 ▲ 0.31

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙﾄﾞﾙ 81.26 81.70 81.86 + 0.60 + 0.16 78.30 ▲ 3.56

ｵｰｽﾄﾗﾘｱﾄﾞﾙ 86.01 82.60 82.55 ▲ 3.46 ▲ 0.05 78.00 ▲ 4.55

（単位：円）

2019年3月期

(2018年1月‐12月)

2020年3月期

(2019年1月‐12月)

実績 11/6予想 実績 予想



粗留アルコール輸⼊通関（CIF)価格の推移
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出所：財務省貿易統計

千円/kl ＄/kl 千円/kl ＄/kl 千円/kl ＄/kl

  4⽉ 71.1 640.9 66.1 622.2 ▲ 4.9 ▲ 18.7

  5⽉ 71.7 642.8 68.5 628.3 ▲ 3.1 ▲ 14.6

  6⽉ 71.6 645.9 70.0 636.9 ▲ 1.7 ▲ 9.0

  7⽉ 72.3 642.8 70.7 638.6 ▲ 1.5 ▲ 4.2

  8⽉ 71.8 648.1 71.1 638.5 ▲ 0.7 ▲ 9.7

  9⽉ 68.0 621.2 67.5 606.8 ▲ 0.6 ▲ 14.4

10⽉ 70.9 630.7 70.0 619.9 ▲ 0.9 ▲ 10.8

11⽉ 69.6 613.4 69.6 615.8 ▲ 0.1 2.4

12⽉ 68.4 608.1 68.5 605.7 0.1 ▲ 2.4

  1⽉ 69.3 616.2 65.5 598.7 ▲ 3.8 ▲ 17.5

  2⽉ 66.9 612.7 65.4 596.2 ▲ 1.6 ▲ 16.6

  3⽉ 68.2 639.9 68.5 616.6 0.4 ▲ 23.3
年間平均 70.0 630.2 68.5 618.7 ▲ 1.5 ▲ 11.6

2018年3⽉期 2019年3⽉期 前期差


